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9
月
1
日　

関
東
大
震
災
の
あ
っ
た
防
災
の
日

に
生
ま
れ
、
そ
の
数
日
後
に
伊
勢
湾
台
風
の
直
撃

（
年
齢
が
わ
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
・
・
・
）
を

受
け
、
母
は
強
風
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
テ
ー
ブ

ル
の
下
に
入
っ
た
と
い
う
話
を
何
回
も
聞
か
さ
れ

て
育
ち
ま
し
た
。
そ
の
せ
い
か
防
災
、
災
害
対
策

な
ど
に
関
心
が
強
く
、
自
分
は
防
災
の
申
し
子
だ

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
震
、
火
山
、
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
洪
水
や
土

砂
災
害
、
そ
し
て
竜
巻
ま
で
、
い
つ
、
ど
こ
で
ど

ん
な
災
害
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。「
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
」

行
う
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
住
民
の
み
な
さ
ん
の

姿
勢
も
真
剣
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
水
防
団
に
入
っ
た
地
域
の
人
た

ち
は
訓
練
を
重
ね
、
自
分
た
ち
の
身
は
自
分
た
ち

で
守
る
こ
と
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
川
沿
い
の
地

域
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
町
中
に
暮
ら

す
人
間
に
と
っ
て
は
知
ら
な
い
世
界
、
一
般
公
開

の
水
防
演
習
は
多
く
の
人
の
防
災
意
識
を
変
え
る

重
要
な
機
会
で
す
。
竹た

け

尖と

げ
、
月
の
輪
工
法
、
積

み
土
の
う
、
と
い
っ
た
昔
な
が
ら
の
工
法
と
、
現

代
生
活
で
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
を
使
っ
た
方
法

も
紹
介
さ
れ
ま
す
。
土
の
入
っ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
や

ポ
リ
容
器
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
巻
い
て
土
の
う

代
わ
り
に
す
る
。
こ
う
い
う
情
報
を
知
っ
て
お
け

ば
、
い
ざ
と
い
う
時
、
ど
こ
か
で
頭
に
残
っ
て
い

て
行
動
で
き
る
は
ず
で
す
。

自
ら
の
備
え
は
不
可
欠
で
す
が
、
最
近
は
そ
れ

だ
け
で
は
手
に
負
え
な
い
災
害
も
増
え
て
い
る
た

め
、
組
織
的
な
広
域
の
救
援
・
支
援
活
動
は
欠
か

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

国
の
災
害
復
旧
の
専
門
家
チ
ー
ム
の
Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）
は
、
整

備
局
中
心
に
三
千
数
百
名
登
録
、
消
防
も
広
域
連

携
が
す
す
ん
で
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
で
全
国
に

派
遣
さ
れ
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。
今
後
は

さ
ら
に
迅
速
に
出
動
し
、
活
動
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

地
域
の
中
で
防
災
情
報
を
し
っ
か
り
伝
達
し
避

難
誘
導
す
る
だ
け
で
な
く
、
町
や
村
を
訪
れ
る
外

国
人
を
含
め
た
観
光
客
の
安
全
の
確
保
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

あ
る
自
治
体
で
は
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の

に
大
き
く
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
と
不
満
を
も
ち
、

一
方
同
じ
自
治
体
の
観
光
部
門
は
災
害
情
報
に

よ
っ
て
観
光
客
が
減
っ
た
た
め
、
安
全
情
報
を
出

し
て
ほ
し
い
と
懇
願
。
こ
れ
は
利
害
相
反
す
る
よ

う
で
実
は
同
じ
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
す
。
被

害
を
受
け
た
場
所
は
ど
こ
か
、
復
旧
し
た
の
か
し

な
い
の
か
、
正
確
な
情
報
が
的
確
に
伝
わ
る
よ
う

関
係
者
で
力
を
合
わ
せ
て
情
報
発
信
す
る
こ
と
。

こ
れ
こ
そ
住
民
も
観
光
客
も
一
番
望
ん
で
い
る
こ

と
で
す
。

災
害
シ
ー
ズ
ン
、
み
ん
な
一
体
と
な
っ
て
乗
り

切
り
た
い
も
の
で
す
。

コラム

防
災
の
申
し
子
よ
り

だ
て

た
つ

お

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

青 

山　

佳 

世

あ
お

や
ま

か

よ
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▲▲菅内閣官房長官（中央）

▲新藤総務大臣（中央）

▲山口公明党代表（中央）

▲石破自由民主党幹事長（右）

▲岡崎総務事務次官（左）

■内閣官房

■自由民主党

■総務省

■総務省

■公明党

全国町村会

平成26年度税制改正に関する要請活動を実施



町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

活 動

3　平成25年 9 月30日 第2855号

　

全
国
町
村
会
と
全
国
市
長
会
は
9
月
25

日
、
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
堅

持
等
、
平
成
26
年
度
税
制
改
正
の
論
点
と

な
っ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
、
要
請
活
動

を
行
っ
た
。
本
会
か
ら
は
藤
原
会
長
（
長

野
県
町
村
会
長
・
川
上
村
長
）
が
参
加
し

た
。

　

要
請
は
、
菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
、
新

藤
義
孝
総
務
大
臣
、
石
破
茂
自
由
民
主
党

幹
事
長
、
山
口
那
津
男
公
明
党
代
表
、
岡

崎
浩
巳
総
務
事
務
次
官
に
対
し
て
行
っ

た
。

　

藤
原
会
長
か
ら
は
、
①
「
償
却
資
産
に

係
る
固
定
資
産
税
」
に
つ
い
て
、
市
町
村

の
基
幹
財
源
で
あ
り
、
現
行
制
度
を
堅
持

す
る
こ
と
。
②
「
車
体
課
税
の
見
直
し
」

に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
舗
装
率
の
低
い
町

村
に
と
っ
て
は
貴
重
な
財
源
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
安
定
的
な
代
替
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
。
③
「
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
」
は
、
ゴ

ル
フ
場
関
連
の
道
路
の
整
備
、
排
水
対
策

等
の
財
政
需
要
に
資
す
る
貴
重
な
財
源
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
行
制
度
を
堅
持
す
る

こ
と
を
訴
え
た
。

　

な
お
、
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
前
倒

し
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
た
「
償
却
資

産
に
係
る
固
定
資
産
税
」
に
つ
い
て
は
、

本
会
を
は
じ
め
地
方
側
か
ら
『
現
行
制
度

堅
持
』
の
要
請
が
相
次
い
だ
こ
と
を
踏
ま

え
、
秋
の
税
制
改
正
で
結
論
を
得
る
の
は

難
し
い
と
し
て
、
引
き
続
き
検
討
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

  

 
 
 

１ 固定資産税の安定的確保 

固定資産税は、市町村税収の大宗を占める重要な基幹税目であり、市

町村の行政サービスを支えるうえで不可欠なものとなっていることか

ら、引き続き、その安定的確保を図ること。 
とりわけ、償却資産に対する課税については、国の経済対策等の観点

から、制度の根幹を揺るがす見直しは断じて行うべきではなく、現行制

度を堅持すること。 

 
２ 車体課税の見直しに伴う安定的な代替財源の確保 

自動車取得税については、その税収の７割が市町村に交付されている

貴重な財源であることから、その見直しに当たっては、財政運営に支障

が生じることのないよう、安定的な代替財源を必ず確保し、その措置が

同時に実施されない限りは、現行制度を堅持すること。 
また、自動車重量税についても、税収の４割が市町村に譲与されてい

る現状を踏まえ、その見直しに当たっては、財政運営に支障が生じるこ

とのないよう、所要の財源を確保すること。 

 
３ ゴルフ場利用税の現行制度の堅持 

ゴルフ場利用税については、その税収の７割が交付金としてゴルフ場

所在市町村に交付されており、ゴルフ場関連の道路の整備改良、廃棄物

処理、環境対策等の財政需要に要する貴重な財源となっていることから、

現行制度を堅持すること。 

 

平成２５年９月２５日 

全 国 市 長 会 
会 長 森  民 夫 

全 国 町 村 会 
会 長 藤 原 忠 彦 

平成２６年度税制改正に関する意見書 
 

■参考　平成26年度税制改正に関する意見書
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全
国
町
村
会
は
9
月
26
日
、
藤
原
忠
彦

会
長
（
長
野
県
町
村
会
長
・
川
上
村
長
）、

白
石
勝
也
会
長
代
行
副
会
長
（
愛
媛
県
町

村
会
長
・
松
前
町
長
）
が
、
今
村
雅
弘 

自
由
民
主
党
道
州
制
推
進
本
部
長
に
対
し

「
道
州
制
の
基
本
法
案
に
つ
い
て
」（
次
頁

参
照
）
を
提
出
し
た
。

自
民
党
が
検
討
し
て
い
る
「
道
州
制
推

進
基
本
法
案
」が
次
の
臨
時
国
会
へ
上
程
、

成
立
し
た
場
合
、「
道
州
制
国
民
会
議
」

が
設
置
さ
れ
、
道
州
制
の
実
現
に
向
け
た

具
体
的
な
制
度
設
計
が
行
わ
れ
る
と
い
う

状
況
に
鑑
み
、
基
本
法
案
に
つ
い
て
①
国

と
し
て
「
道
州
制
の
導
入
」
を
示
す
も
の

か
。
②
「
基
礎
自
治
体
」
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
③
道
州
制
の
導
入
は

国
民
が
政
府
に
求
め
て
い
る
政
策
課
題

か
。
ー
以
上
3
点
に
つ
い
て
、
申
し
入
れ

る
と
と
も
に
、
自
民
党
の
見
解
を
書
面
で

求
め
た
も
の
。

藤
原
会
長
か
ら
は
、同
基
本
法
案
は「
道

州
制
国
民
会
議
」
へ
審
議
を
丸
投
げ
す
る

よ
う
な
規
定
に
な
っ
て
お
り
、「
国
民
会

議
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
道

州
制
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
制
度
設

計
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
道
州
制
が

推
進
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

を
全
国
の
町
村
長
が
非
常
に
心
配
し
て
い

る
と
し
た
上
で
、法
案
を
提
出
す
る
前
に
、

ま
ず
道
州
制
の
導
入
の
必
要
性
自
体
を
議

論
す
べ
き
で
あ
り
、
町
村
会
と
し
て
、
法

案
提
出
に
は
引
き
続
き
反
対
で
あ
る
こ
と

を
、
強
く
訴
え
た
。

ま
た
、
白
石
会
長
代
行
か
ら
は
、
現
在
、

検
討
さ
れ
て
い
る
「
道
州
制
推
進
基
本
法

案
」（
骨
子
案
）
に
は
「
基
本
理
念
」
や
「
道

州
制
の
基
本
的
な
方
向
」
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
、
道
州
制
導
入
が
前
提
と
な
っ
て
お

り
、
更
な
る
市
町
村
合
併
が
起
こ
り
う
る

と
い
う
危
惧
を
町
村
長
は
持
っ
て
い
る
と

の
発
言
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
今
村
本
部
長
は
、
道
州
制

導
入
に
つ
い
て
議
論
を
行
う
こ
と
と
す
る

と
、
町
村
会
に
限
ら
ず
、
色
々
な
と
こ
ろ

か
ら
意
見
が
出
て
く
る
。「
道
州
制
推
進

基
本
法
案
」
に
全
国
町
村
会
が
一
番
心
配

し
て
い
る
こ
と
は
、
認
識
し
て
い
る
と
発

言
、
書
面
で
の
回
答
に
応
じ
た
い
と
の
姿

勢
を
示
し
た
。

◀ 

今
村
雅
弘 

自
民
党
道
州
制
推
進
本
部
長
（
中
央
）
に
要
請
す
る
藤
原
会
長
（
左
）

　
白
石
会
長
代
行
副
会
長
（
右
）

道州制の基本法案について、
自由民主党道州制推進本部に対し

要請活動を実施

全国町村会
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活 動

道州制の基本法案について
自由民主党道州制推進本部御中

平成25年９月26日
全 国 町 村 会

先の参議院選挙により、いわゆる「ねじれ国会」が解
消され、自公連立政権の法案が国会を通過しやすくなって
いる中で、自由民主党におかれては、公明党とともに、次
の臨時国会に、「道州制推進基本法案」を上程すると仄聞
しています。
全国町村会としては、これまで２回特別決議を行うなど、

道州制導入に反対してきました。しかし、基本法案が国会
に上程され、「道州制国民会議」が設置されることになれば、
道州制の実現に向けた具体的な制度設計が行われることに
なり、町村にとっては存亡にかかわる危機が差し迫るので
はないかと、強く危惧しているところです。
このような状況に鑑み、基本法案について、以上の問

題意識から３点に絞って、当会としての疑問を述べさせて
いただき、貴党の見解を求める次第です。
① 基本法案は、国として「道州制の導入」を示すものか。
法案（骨子案）の「趣旨」では、「この法律は、道州制

の導入の在り方について具体的な検討に着手するため、そ
の基本的方向及び手続を定めるとともに、必要な法制の整
備について定めるものとする。」とされている。
また、「前文」では、「道州制の導入について、国会に

おいて適切な結論を得るものとする。」とされている。
しかし、「道州制推進基本法案」という法案名からして、

また、法案（骨子案）には「基本理念」や「道州制の基本
的な方向」などが盛り込まれていることからして、道州制
の導入を前提とした法案になっているのではないか。まず
道州制の導入の必要性自体を議論すべきではないか。
法案（骨子案）は、道州制に関する重要事項は、事実上、

「道州制国民会議」の審議に丸投げするような規定になっ
ているが、法定されている「国と地方の協議の場」は関係
がないのであろうか。この法律は、「地方自治に影響を及
ぼす国の政策の企画及び立案並びに実施について」関係各
大臣並びに都道府県知事、都道府県議会の議長、市長、市
議会の議長、町村長及び町村議会の議長の全国的連合組織
の代表者が協議を行うというものである。まず、道州制の
導入の必要性自体の議論を、この協議の場で行うべきでは
ないか。
②「基礎自治体」をどのように考えているのか。
当会が承知している以前の法案では、
「前文」では「基礎自治体を、地方自治の主体として、
住民に身近なことは全て自ら決定できる自己完結型の地方
公共団体としていく必要がある。」とされ、
「第１ 総則 ２．定義②」では「基礎自治体は、市町村
の区域を基礎として設置され、従来の市町村の事務及び都
道府県から承継した事務を処理する基礎的な地方公共団体
をいう。」とされ、
「３．基本理念⑤」で、「基礎自治体は、住民に身近な
地方公共団体として、従来の都道府県及び市町村の権限を
おおむね併せ持ち、住民に直接関わる事務について自ら考

え、かつ、自ら実践することができる地域完結性を有する
主体として構築すること。」とし、
「４．道州制の基本的な方向③」では、「基礎自治体は、
市町村の区域を基礎として編成し、従来の市町村の事務を
処理するとともに、住民に身近な事務は都道府県から基礎
自治体へ承継させて、当該事務を処理するものとするこ
と。」とし、
「第３ 道州制国民会議 10.道州制国民会議への諮問等①
ク」では、「基礎自治体の名称、規模及び編成の在り方並
びに基礎自治体における地域コミュニティに関すること。」
となっていた。
現在考えられている法案（骨子案）では、上記のアン

ダーラインの箇所を削除し修文されていると仄聞してい
る。これらは、主として、「道州制」が市町村合併を前提
にしていると受け取られるような表現を見直したものと思
われるが、これらの削除修文の真意はなにか。
こうした削除修文によって、「道州制」の実現が市町村

合併なしでも進められると考えておられるのか。
もし、市町村合併なしで進められると考えておられるの

であれば、法案（骨子案）「２．定義③」の「『道州制』は、
道州及び基礎自治体で構成される地方自治制度をいう。」は
「『道州制』は、道州及び市町村で構成される地方自治制度
をいう。」というように変更すべきではないか。
この削除修文の趣旨が「道州制」は市町村合併を前提

にしないということであるならば、多様な規模の市町村が
存在し続けることになるから、「道州制」は、巨大な広域
的な地方公共団体としての「道州」と現行の市町村との関
係になる。それは、相当に不釣り合いな地方自治制度にな
るのではないか。また、立地状況などにより必ず残ること
になる小規模な市町村をどのように扱うおつもりなのか。
「道州制」を、現行市町村の合併・再編を前提にせず、
小規模な市町村の存続を認めるということにするのであれ
ば、巨大化した道州が、その事務を処理し、しかも小規模
市町村への補完機能を果たすためには、おそらく、現行の
都道府県という単位を存置せざるを得なくなり、実質的に
二層制は守れないことになるのではないか。「基礎」と「広
域」という二層制にこだわらないことにされたのか。
法案（骨子案）の「第１ 総則 ４．道州制の基本的な方

向③」では、「基礎自治体は、市町村の事務を処理すると
ともに、都道府県から移譲された住民に身近な事務を処理
するものとすること。」となっているが、「都道府県から移
譲された住民に身近な事務」とは例えばどのような事務を
想定し、そうした事務を移譲される「基礎自治体」に現行
の市町村が含まれると考えておられるのか。
③ 道州制の導入は国民が政府に求めている政策課題か
法案（骨子案）の「前文」は、「依然として中央集権的

な統治構造が維持され、東京一極集中が続いている。こう
した状況の中で、国民の閉塞感は強まっていると言わざる
を得ない。」と指摘したうえで、「新しい時代を切り拓いて
いくためには、新しい国のかたちを作り上げることが、今
求められている。」と言っているが、国民は閉塞感を打破
する手段として道州制を望んでいるのだろうか。
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四
国
四
県
57
町
村
の
町
村
長
と
町
村
議

会
議
長
が
集
ま
る
「
四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
」
が
、
9
月
24
日
高
知
市
内
で

開
催
さ
れ
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策

の
強
化
や
米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練
の
中

止
な
ど
を
国
に
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。

大
会
後
に
は
、
道
州
制
を
テ
ー
マ
に
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
。
は
じ
め
に
大

森
彌
東
京
大
学
名
誉
教
授
が
講
演
を
行

い
、
道
州
制
は
町
村
の
消
滅
や
地
域
間
格

差
の
拡
大
な
ど
、
地
方
自
治
だ
け
で
な
く

国
の
将
来
に
多
大
な
悪
影
響
を
も
た
ら
す

こ
と
を
解
説
し
た
。

つ
づ
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
参
加
し
た
町
長
・
議
長
か
ら
「
道
州

制
導
入
は
、
町
村
を
合
併
・
消
滅
に
追
い

込
み
、
自
治
を
衰
退
さ
せ
る
」「
道
州
制

に
よ
っ
て
住
民
福
祉
が
衰
退
し
、
住
民
生

活
を
脅
か
し
か
ね
な
い
」「
町
村
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の
疲
弊
に
つ
な

が
る
」
な
ど
道
州
制
導
入
に
対
す
る
懸
念

や
否
定
的
な
意
見
が
相
次
い
だ
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
受
け
て
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
最
後
に
高
知
県
四
万
十
町
の
宮
地

章
一
議
長
か
ら
「
道
州
制
に
反
対
す
る
特

別
決
議
を
採
択
し
て
は
ど
う
か
」
と
の
提

案
が
あ
り
、
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大

会
と
し
て
「『
道
州
制
』
に
関
す
る
決
議
」

を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

決
議
文
で
は
、「
道
州
制
」
の
導
入
に

伴
っ
て
市
町
村
の
再
編
を
強
い
る
よ
う
な

こ
と
に
な
れ
ば
、
行
政
と
住
民
の
距
離
を

更
に
遠
く
さ
せ
、
住
民
自
治
が
衰
退
し
、

各
町
村
で
営
々
と
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た

多
様
な
ま
ち
づ
く
り
や
自
治
は
衰
退
の
一

途
を
た
ど
り
、
ひ
い
て
は
国
の
崩
壊
に
つ

な
が
る
ほ
か
、
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

水
準
や
民
間
投
資
力
に
大
き
な
格
差
が
あ

る
中
で
「
道
州
制
」
を
導
入
し
て
地
域
間

の
競
争
を
煽
れ
ば
、
地
域
間
格
差
は
ま
す

ま
す
拡
大
し
、
住
民
の
生
活
が
脅
か
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、「
道
州
制
」
の
導
入
に
は

断
固
と
し
て
反
対
す
る
、
と
し
て
い
る
。

■
開
催
趣
旨

東
日
本
大
震
災
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
踏

ま
え
、
日
本
政
府
は
、
防
災
・
減
災
に
資
す

る
国
土
強
靱
化
の
推
進
に
向
け
て
動
き
始
め

て
い
ま
す
。

温
暖
化
が
進
む
な
か
、
世
界
的
に
も
、
防

災
・
減
災
は
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
際
、
欧
米
で
は
、
自
然
生
態
系

の
持
つ
多
面
的
機
能
に
着
目
し
、「
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
」
と
し
て
戦
略
的
に
保
全
・
再

生
し
活
か
す
と
い
う
考
え
方
を
浸
透
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
を
「
自
然

資
本
」
と
い
う
概
念
で
捉
え
、
国
の
重
要
な

財
産
と
し
て
維
持
・
強
化
す
る
た
め
の
取
り

組
み
も
始
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
本
に
お
け
る
自
然
の
機
能
を

活
か
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
展
開
に
つ
い
て

提
案
し
、
持
続
可
能
な
経
済
・
社
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
す
る
た
め
に
、

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
概
要

○
日
時
：
平
成
25
年
11
月
11
日
（
月
）

14
：
00

－

17
：
45 

（
13
：
30
開
場
）

○
会
場
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

（
東
京
都
文
京
区
春
日
1

－

16

－

21
）

○
主
催
：（
公
財
）
日
本
生
態
系
協
会

○
後
援
：
内
閣
府
、
総
務
省
、
環
境
省
、
国

土
交
通
省
、
農
林
水
産
省
、
文
京
区
、
全

国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国
町
村
会
、

（
公
社
）
日
本
都
市
計
画
学
会
、（
公
社
）

土
木
学
会
、自
治
体
学
会
、日
本
ビ
オ
ト
ー

プ
管
理
士
会

○
対
象
：
自
治
体
リ
ー
ダ
ー
、国
会
・
地
方
議

員
、
行
政
職
員
、
企
業
、
研
究
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
、
自
然
と
共
存
す
る
持
続
可
能
な
く

に
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る

全
て
の
個
人
・
団
体
。

（
参
加
費
無
料
）

○
定
員
：
3
5
0
名
（
事
前
申
込
制
）

○
使
用
言
語
：
日
本
語
（
外
国
語
の
講
演
に

は
日
本
語
の
同
時
通
訳
あ
り
）

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
開　

会 

14
：
00

○
基
調
講
演　
『
強
靱
な
く
に
づ
く
り
に
向

け
て
』

（
公
財
）
日
本
生
態
系
協
会
会
長

池
谷　

奉
文

○
海
外
の
取
組　
『
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
戦
略

に
よ
る
Ｅ
Ｕ
の
持
続
可
能
な
く
に
づ
く
り
』

欧
州
環
境
庁
Ｅ
Ｕ
域
内
環
境
・
政
策
・
経

済
分
析
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

ゴ
ー
ム
・
デ
ィ
エ
氏

○
国
内
の
取
組
①　
『
都
市
圏
に
お
け
る
生

態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
と
そ
の
効
果
』

　

愛
知
県
知
事

　

大
村　

秀
章
氏

○
国
内
の
取
組
②　
『
国
土
と
社
会
の
変
貌

と
自
然
再
生
の
未
来
像
』

北
海
道
大
学
大
学
院
教
授

中
村　

太
士
氏

○
総　

括

東
京
都
市
大
学
教
授

涌
井　

史
郎
氏

○
閉　

会 

17
：
45

○
懇
親
会 

参
加
希
望
者
の
み

（
会
費
制
4
0
0
0
円
程
度
）

■
申
込
み
問
合
せ
先

公
益
財
団
法
人
日
本
生
態
系
協
会

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
係

[

電　

話
﹈0
3

－

5
9
5
1

－

0
2
4
4

[

Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈0
3

－

5
9
5
1

－

2
9
7
4

[

メ
ー
ル
﹈forum2013@ecosys.or.jp

[

Ｕ
Ｒ
Ｌ
﹈http://www.ecosys.or.jp

国際フォーラム　参加者募集のお知らせ
「グレーインフラからグリーンインフラ　強靱なくにづくりに向けて」

「
道
州
制
」に
反
対
す
る
特
別
決
議
を
採
択

―
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
―
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フォーラム

福
島
県
西
郷
村
は
、
東
北
の
玄
関
口
と
し

て
、
東
北
新
幹
線
新
白
河
駅
、
東
北
自
動
車

道
白
河
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
る
交
通
の

要
衝
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
人
口
2
万
人
を

擁
し
、
地
の
利
の
良
さ
な
ど
か
ら
企
業
立
地

も
相
次
ぎ
、
地
方
の
人
口
減
少
が
問
題
と
な

る
中
で
も
新
し
い
住
民
が
増
え
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
2
0
1
1
年
3
月
の
東

日
本
大
震
災
と
、
続
く
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
西
郷
村
で

も
深
刻
な
実
被
害
と
共
に
風
評
被
害
と
そ
こ

か
ら
生
じ
る
二
次
的
被
害
に
直
面
し
ま
し

た
。
そ
の
影
響
が
今
も
地
元
商
工
業
者
や
農

業
関
係
者
等
に
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
全
国
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
支

援
と
避
難
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

風
評
被
害
に
負
け
な
い
！

こ
の
よ
う
な
中
、
復
旧
か
ら
復
興
へ
の
飛

躍
を
期
し
て
、
西
郷
村
商
工
会
が
中
心
と
な

り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
新
た
な

取
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
企
業
組
合
「
に

し
ご
う
村
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
設
立
で
す
。

主
な
事
業
内
容
は
、
①
特
産
品
の
製
造
及
び

販
売
、
②
観
光
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
及
び

販
売
、
③
公
益
事
業
の
企
画
・
管
理
運
営
の

事
務
受
託
事
業
等
で
す
。〝
城
下
町
白
河
の

西
の
郷　

楽
翁
老
中
（
松
平
定
信
）
が
愛
し

た
癒
し
の
都さ

と

づ
く
り
〞
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

西
郷
村
に
多
く
生
育
し
て
い
る
発
汗
作
用
の

あ
る
山
椒
と
、
目
の
視
力
向
上
な
ど
の
効
果

が
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
数
倍
あ
る
夏
ハ
ゼ
、

 にし ごう むら

西郷村福島県

こ
だ
わ
り
産
品
と

異
業
種
人〝
財
〞活
用
で
活
性
化

△ 西郷村航空写真

現地レポート

地域資源を
活かした
活性化策

〜「
に
し
ご
う
村
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
取
組
み
〜
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そ
し
て
恵
ま
れ
た
温
泉
資
源
等
を
生
か
し

て
、
県
南
地
域
（
西
郷
村
、
白
河
市
）
独
自

の
観
光
ツ
ア
ー
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画

及
び
、
特
産
品
開
発
を
行
い
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

で
提
案
で
き
る
仕
組
み
作
り
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。

当
地
域
の
原
発
事
故
後
の
放
射
線
量
は
、

当
初
か
ら
ほ
と
ん
ど
問
題
な
い
レ
ベ
ル
で
し

た
が
、
福
島
県
産
を
使
え
ば
消
費
者
に
敬
遠

さ
れ
る
と
考
え
た
企
業
が
、
当
地
域
で
の
野

菜
の
生
産
基
地
を
閉
鎖
す
る
動
き
も
あ
り
ま

し
た
。「
我
社
で
は
福
島
県
産
の
食
材
は
使
っ

て
い
ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
発
表
が
追
い
打
ち

を
か
け
ま
し
た
。

大
震
災
か
ら
2
年
が
過
ぎ
、
こ
う
し
た
風

評
被
害
に
負
け
な
い
！
と
の
意
気
込
み
で
発

足
さ
せ
た
の
が
企
業
組
合
「
に
し
ご
う
村
夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
こ
の
企
業
へ
の
期

待
は
大
き
く
、
観
光
客
が
減
っ
て
い
る
東
北

観
光
の
け
ん
引
役
に
も
な
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。中
小
企
業
が
異
業
種
間
で
連
携
し
、

知
恵
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
地
域
住
民

や
避
難
民
の
方
々
に
も
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー

チ
を
行
い
、
新
し
い
仕
事
作
り
＝
雇
用
創
出

も
目
指
し
て
い
ま
す
。

観
光
振
興
へ
の
取
組
み

最
近
、
旅
行
社
が
企
画
す
る
従
来
型
の
団

体
観
光
、
極
端
に
言
う
と
名
所
旧
跡
め
ぐ
り

か
宴
会
が
目
的
の
「
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に

対
し
て
、
地
域
住
民
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

体
験
・
交
流
・
学
習
型
の
観
光
ス
タ
イ
ル
で

あ
る
「
着
地
型
観
光
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
西
郷
村
で
は
昨
年
秋
、「
着
地
型
観
光
」

の
試
行
と
し
て
、「
外
国
人
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
国

際
観
光
交
流
を
想
定
し
て
、
外
国
人
の
意
見

も
聞
い
て
み
た
い
と
の
思
い
も
あ
り
ま
し

た
。
約
20
人
の
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
、
地
元
の
人
と
の
交
流
が
楽
し

か
っ
た
、
田
舎
生
活
の
体
験
が
良
か
っ
た
、

自
然
の
中
で
の
散
策
に
癒
さ
れ
た
な
ど
地
元

の
き
め
細
か
い
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
対
す
る
評

価
が
高
く
、「
着
地
型
観
光
」
の
取
組
み
の

重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
又
、

地
元
の
幕
末
秘
話
を
掘
り
起
こ
し
た
「
西
の

郷　

戊
辰
挽
歌
〜
森
要
蔵　

羽
太
に
散

る
！
」
の
野
外
劇
が
今
年
の
夏
の
商
工
祭
で

開
催
さ
れ
、
大
変
な
好
評
を
博
し
た
こ
と
も

「
着
地
型
観
光
」
へ
の
期
待
の
現
わ
れ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

企
業
組
合
で
は
、
こ
の
「
着
地
型
観
光
」

の
視
点
か
ら
更
に
徹
底
し
た
地
域
資
源
の
見

直
し
と
企
業
組
合
の
役
割
を
検
討
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
地
域
に
持
続
的
に
人
を
集

め
、
最
終
的
に
2
地
域
居
住
化
・
定
住
化
に

繋
げ
る
キ
モ
は
、
西
郷
村
の
豊
か
な
自
然
と

優
れ
た
歴
史
風
土
を
生
か
し
て
、〝
癒
し
〞、

〝
健
康
〞
に
、〝
生
き
甲
斐
〞
を
加
え
た
〝
本

源
的
ウ
オ
ン
ツ
〞
を
提
供
で
き
る
か
否
か
に

か
か
っ
て
い
る
と
の
認
識
で
一
致
し
ま
し

た
。
そ
し
て
〝
生
き
甲
斐
〞
創
出
に
は
、
マ

イ
ク
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
を
多
数
創
出
し
、
地
域
住

民
は
も
と
よ
り
首
都
圏
人
（
退
職
し
た
団
塊

世
代
な
ど
）
と
も
分
か
ち
合
う
仕
組
み
を
確

立
す
る
事
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

即
ち
、〝
癒
し
〞
と
〝
特
産
品
〞
だ
け
で
は

企
業
組
合
の
持
続
的
発
展
は
難
し
く
、〝
生

き
甲
斐
〞
を
感
じ
て
も
ら
う
為
の
〝
ほ
ど
ほ

ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
作
り
〞
の
仕
掛
け
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
更
に
、
観
光
交
流
だ

け
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
取
組
み
と
せ
ず
、
観

△ 「
雪
割
橋
」　
阿
武
隈
川
上
流
の
雪
割
渓
谷
に
架

か
る
ア
ー
チ
式
の
鉄
橋

△「
に
し
ご
う
村
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
創
立
総
会
の
様
子

△

 

外
国
人
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
記
念
撮
影
　
大
高
商
工

会
会
長（
一
列
目
中
央
）佐
藤
村
長（
二
列
目
中
央
）
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光
交
流
を
更
に
発
展
さ
せ
、
2
地
域
居
住
、

定
住
化
ま
で
を
見
据
え
た
シ
ナ
リ
オ
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
今
後
の
活
動
指
針
と
な
る

「
企
業
組
合
の
持
続
的
発
展
と
マ
イ
ク
ロ
ビ

ジ
ネ
ス
創
出
に
向
け
て
」
の
タ
タ
キ
台
を
ま

と
め
、
共
有
し
ま
し
た
。

組
合
員
の
得
意
技

こ
の
よ
う
な
中
で
企
業
組
合
は
、
マ
イ
ク

ロ
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
支
援
も
大
き
な
役
割
の

一
つ
と
し
、
改
め
て
組
合
員
メ
ン
バ
ー
の
得

意
技
を
吟
味
し
て
み
ま
す
と
、
自
然
保
護
の

プ
ロ
、
伝
統
的
ま
た
ぎ
の
プ
ロ
、
植
物
学
の

プ
ロ
、
森
の
案
内
の
プ
ロ
、
癒
し
・
も
て
な

し
の
プ
ロ
、
木
工
技
術
の
プ
ロ
、
ソ
バ
打
ち

プ
ロ
、
豆
腐
作
り
プ
ロ
、
6
次
産
業
化
プ
ロ
、

水
耕
栽
培
の
プ
ロ
、
加
え
て
、
Ｉ
Ｔ
の
プ
ロ
、

セ
ン
サ
応
用
の
プ
ロ
、
経
営
指
導
の
プ
ロ
等

広
範
囲
の
異
業
種
プ
ロ
の
人
財
バ
ン
ク
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
西
郷
村
は
、
昔

か
ら
志
に
燃
え
自
分
を
信
じ
て
事
を
起
こ
す

開
拓
者
と
し
て
入
村
し
た
人
が
多
い
地
域
で

あ
り
、
改
め
て
、
多
様
な
中
小
企
業
群
の
塊

で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
異
業
種
プ
ロ
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
特
産
品
ビ
ジ
ネ
ス
を
は
じ
め
と
し
て
、

エ
コ
・
癒
し
ビ
ジ
ネ
ス
、
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
、
小
規
模
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
、
セ
ン
サ
活
用
ビ
ジ
ネ
ス
等
の
、
地
域

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
住
民
参
加
型
先
進
マ
イ

ク
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の
実
現
性
が
高
ま
り
ま

し
た
。

特
産
品
開
発

観
光
客
に
西
郷
村
に
来
て
も
ら
う
に
は
、

な
ん
と
言
っ
て
も
魅
力
的
な
特
産
品
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。企
業
組
合
で
は
特
産
品
と
し
て
、

当
地
に
沢
山
見
ら
れ
る
「
山
椒
」
や
「
夏
ハ

ゼ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
産
品
の
開
発
に

乗
り
出
し
、
山
椒
ラ
ー
メ
ン
、
山
椒
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
を
開
発
し
ま
し
た
。
最
近
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

番
組
〝
た
め
し
て
が
っ
て
ん
〞
で
山
椒
の
薬

膳
効
能
が
放
映
さ
れ
、
山
椒
料
理
に
対
す
る

人
気
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
功
を
奏
し
て
、
今

年
夏
開
催
さ
れ
た
西
郷
村
商
工
祭
に
出
店
し

売
り
出
し
た
と
こ
ろ
、と
て
も
評
判
が
良
く
、

将
来
が
楽
し
み
な
商
品
に
育
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

基
本
的
に
は
、
観
光
交
流
・
特
産
品
開
発

を
更
に
発
展
さ
せ
、
2
地
域
居
住
、
定
住
化

ま
で
を
見
据
え
た
シ
ナ
リ
オ
「
企
業
組
合
の

持
続
的
発
展
と
マ
イ
ク
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に

向
け
て
」
の
着
実
な
実
践
と
見
直
し
を
繰
返

し
な
が
ら
企
業
組
合
活
動
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
発
足
し
て
ま
だ
6
ヶ
月
で
あ
り
、
十

分
な
実
績
を
積
む
こ
と
は
出
来
て
い
ま
せ
ん

が
、
行
政
と
の
連
携
も
含
め
て
、
下
記
の
課

題
を
克
服
し
な
が
ら
一
歩
一
歩
着
実
に
歩
ん

で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

1
） 「
着
地
型
観
光
」
を
地
に
つ
い
た
も
の

に
す
る
為
の
人
材
養
成
と
コ
ン
テ
ン
ツ

充
実

・ 

人
材
養
成
―
地
域
の
語
り
部
、
も
て
な

し
実
践
地
元
民
、
得
意
技
連
携
を
促
進

す
る
異
業
種
メ
ン
バ
ー

・ 

体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
―
田
舎
暮

ら
し
、
エ
コ
生
活
、
モ
ノ
作
り
、
野
菜

作
り
他

・ 

村
内
観
光
ル
ー
ト
及
び
循
環
交
通
手
段

の
確
立
・
整
備

・ 

エ
コ
体
験
施
設
及
び
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
の

整
備

2
） 

山
椒
ラ
ー
メ
ン
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
続

く
地
元
固
有
こ
だ
わ
り
産
品
開
発

・ 

山
椒
応
用
商
品
―
山
椒
餅
、
山
椒
ス

イ
ー
ツ
他

・ 

山
椒
以
外
の
こ
だ
わ
り
産
品
―
夏
ハ
ゼ

応
用
産
品
他

3
） 

異
業
種
メ
ン
バ
ー
の
組
合
せ
に
よ
る
新

し
い
マ
イ
ク
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の
促
進

・ 

Ｉ
Ｔ
活
用
―
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
、
小
規
模
エ
ネ
ル
ギ
ビ
ジ
ネ
ス
、
セ

ン
サ
活
用
ビ
ジ
ネ
ス
他

△

山
椒
を
核
に
特
産
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
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・ 

モ
ノ
作
り
―
木
工
活
用
こ
だ
わ
り
産
品

ビ
ジ
ネ
ス
他

・
特
産
品
の
六
次
産
業
化
ビ
ジ
ネ
ス

4
） 

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
本
格
的
販
促
体
制
の

構
築

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
他

独
自
の
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
の
確
立

〝
本
源
的
ウ
オ
ン
ツ
〞

を
提
供
す
る
活
性
化
方

策
と
し
て
、「
地
域
に

触
れ
て
も
ら
う
」↓「
地

域
を
体
験
し
て
も
ら

う
」
↓
「
地
域
に
定
住

し
て
も
ら
う
」
の
3
つ

の
ス
テ
ッ
プ
を
設
定

し
、
手
段
と
し
て
、「
特

産
品
・
観
光
交
流
」
↓

「
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
・

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
開

設
」
↓
「
エ
コ
ビ
レ
ッ

ジ
（
又
は
分
譲
地
）
へ

の
定
住
」
の
3
つ
の
ス

テ
ッ
プ
を
、
放
置
山
林

を
中
心
と
し
た
地
域
資

源
を
フ
ル
に
活
用
し
て

実
現
し
、
且
つ
、
各
ス

テ
ッ
プ
で
顧
客
（
首
都

圏
人
等
）
の
ア
イ
デ
ア

も
活
用
し
つ
つ
マ
イ
ク

ロ
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上

げ
、〝
癒
し
〞
と
〝
生
き

甲
斐
確
保
〞
を
車
の
両
輪
で
同
時
進
行
す
る

こ
と
を
狙
い
と
す
る
新
し
い
地
域
活
性
化
モ

デ
ル
の
確
立
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
推
進
に
は
、
西
郷
村

の
歴
史
・
伝
統
で
あ
る
開
拓
者
魂
、
進
取
の

精
神
を
拠
り
所
と
し
て
進
め
て
い
く
所
存
で

す
。

(1)“地域に触れてもらう” （2）“地域を体験してもらう” （3）“地域に定住してもらう”

(スポット集客での地域資源発信） (通年集客の仕組み作り） (本源的ｳｵﾝﾂを満たすエコ生活提供）

■特産品栽培・加工・販売ﾋﾞｼﾞﾈｽ ■放置山林再生ビジネス ■ｴｺ･ﾋﾞﾚｯｼﾞｻﾎﾟｰﾀ

■IT活用販促ﾋﾞｼﾞﾈｽ ■ｷｬﾝﾌﾟｻｲﾄｻﾎﾟｰﾀ ■里山回復ﾋﾞｼﾞﾈｽ

■IT活用農業ｼｽﾃﾑ ■ｸﾗｲﾝｶﾞﾙﾃﾝｻﾎﾟｰﾀ ■再生ｴﾈﾙｷﾞｰｽﾓｰﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ

　・IT活用ﾊｳｽ野菜契約・販売ｼｽﾃﾑ ■体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｻﾎﾟｰﾀ ■木工ﾋﾞｼﾞﾈｽ ■ﾓﾉ作りﾋﾞｼﾞﾈｽ ■薬草ﾋﾞｼﾞﾈｽ

■IT活用ｴｺ生活ｼｽﾃﾑ ■IT活用ﾋﾞｼﾞﾈｽの進化 ■ｽﾏｰﾄﾋﾞﾚｯｼﾞ推進ﾋﾞｼﾞﾈｽ（緊急救命通報ﾋﾞｼﾞﾈｽ等）

　他

■首都圏人のｱｲﾃﾞｱ実現ﾋﾞｼﾞﾈｽ ■首都圏人のｱｲﾃﾞｱ多数実現ﾋﾞｼﾞﾈｽ

ス
テ

プ

地
域
資
源
活
用
し
た
取
組
み
内
容

生
き
甲
斐
確
保
の

マ
イ
ク
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

■地域資源活用した 
  特産品創出 
■地域資源活用した 
  観光交流 
      ＋ 
■ＩＴ活用地域発信 
      ＋ 
■ゆるキャラ等 

■放置山林活用した通年集客 
仕組み作り 
（健康・癒し空間提供） 
・キャンプサイト開設（通年集客） 
・エコ体験ワールド整備 
・田舎暮らし体験プログラム整備 
（間伐、農業、モノ作り、食品作り等） 
・ｸﾗｲﾝｶﾞﾙﾃﾝへの進化 
（2地域居住体験） 
■生き甲斐確保の 
      ｽﾓｰﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ創出 

■自然の中での定住エコ生活 
 ・放置山林活用した 
  ｱｸﾃｨﾌﾞ･ｴｺ･ﾋﾞﾚｯｼﾞ開設 
 ・極力そのままの自然を残した 
  健康・癒し空間整備 
 ・農薬汚染の少ない里山の山川に 
  昔の自然を再現（ホタル・カジカ・ 
  薬草・岩魚・山菜・キノコ等） 

■ほどほどの再生ｴﾈﾙｷﾞｰ活用促進 
 ・太陽熱 ・地中熱など 
■スモールビジネス増殖による 
  若者呼び寄せ 

自然活用新しい地域活性化モデル（案）
（山林を活用して健康・癒し・生き甲斐の“本源的ウオンツ”を提供する新しい地域活性化モデル）

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考えてい
ますので、ご覧になったご感想・ご意見を、下
記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平
成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会
広報部までメール（kouhou@zck.or.jp）でお願いいたし
ます。
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〈
活
　
動
〉

「
道
州
制
基
本
法
案
」
の
動
向
に
対
応
し
、
全

国
町
村
会
長
書
簡
を
全
国
会
議
員
に
配
付

 
　

2
8
3
7　

⑵

被
災
市
町
村
に
お
け
る
事
務
負
担
の
軽
減
等
に

つ
い
て
藤
原
会
長
が
復
興
大
臣
等
に
要
請

 

　

2
8
3
7　

⑹

「
道
州
制
推
進
基
本
法
案
」
の
動
向
を
踏
ま
え
、

自
民
党
・
日
本
維
新
の
会
に
対
し
要
請
活
動
を

実
施 

　

2
8
3
8　

⑵

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出
＝

全
国
町
村
会 

　

2
8
3
9　

⑵

地
方
公
務
員
給
与
に
つ
い
て
の
要
請
の
た
め
、

地
方
三
団
体
と
総
務
大
臣
が
面
会
＝
地
方
六
団

体 

　

2
8
3
9　

⑷

自
民
党
道
州
制
推
進
本
部
役
員
と
「
全
国
町
村

会
・
全
国
町
村
議
会
議
長
会
」
と
の
意
見
交
換

が
開
催 

　

2
8
4
0　

⑵

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
藤
原
会
長
が
出

席
―
「
地
方
分
権
改
革
」「
骨
太
の
方
針
」
に

つ
い
て
協
議
― 

　

2
8
4
3　

⑵

設
立
二
十
周
年
記
念
大
会
を
開
催
―
全
国
森
林

環
境
税
創
設
促
進
連
盟
―　

 

2
8
4
3　

⑸

総
務
大
臣
・
地
方
六
団
体
会
合
に
藤
原
会
長
が
出

席
―
頑
張
る
地
方
に
息
の
長
い
支
援
を
要
請
―　

 

2
8
4
3　

⑹

国
民
健
康
保
険
に
関
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対

し
要
請
活
動
を
実
施
―
構
造
問
題
の
抜
本
的
な

解
決
や
都
道
府
県
保
険
者
の
実
現
を
要
請
―
＝

全
国
町
村
会　

 

2
8
4
4　

⑵

会
長
に
藤
原
氏
（
長
野
県
町
村
会
長
・
川
上
村

長
）
を
再
選
―
理
事
会
で
会
長
選
挙
を
実
施
―　

 

2
8
4
6　

⑵

平
成
26
年
度
政
府
予
算
編
成
及
び
政
策
に
関
す

る
要
望
を
決
定 

　

2
8
4
6　

⑶

会
長
代
行
に
古
口
氏
（
栃
木
県
町
村
会
長
・
茂

木
町
長
）、
谷
口
氏
（
三
重
県
町
村
会
長
・
大

紀
町
長
）、
白
石
氏
（
愛
媛
県
町
村
会
長
・
松

前
町
長
）
を
選
任
―
理
事
会
で
副
会
長
・
監
事

を
選
任
― 

　

2
8
4
9　

⑵

平
成
26
年
度
政
府
予
算
編
成
で
要
請
活
動

 

　

2
8
5
0　

⑵

「
今
後
の
農
林
漁
業
・
農
山
漁
村
の
あ
り
方
に

関
す
る
研
究
会
」
を
設
置　

 

2
8
5
2　

⑵

自
民
党
総
務
部
会
関
係
合
同
会
議
に
藤
原
会
長

が
出
席
―
平
成
26
年
度
政
府
予
算
関
係
で
要
望

を
行
う
―　

 

2
8
5
3　

⑵

平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
要
請
活
動
を

実
施　

 

2
8
5
4　

⑵

平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
要
請
活
動
を

実
施 

2
8
5
5　

⑵

道
州
制
の
基
本
法
案
に
つ
い
て
、
自
由
民
主
党

道
州
制
推
進
本
部
に
対
し
要
請
活
動
を
実
施

 
2
8
5
5　

⑷

〈
政
　
策
〉

「
地
域
の
元
気
創
造
本
部
」
を
設
置
―
自
治
体

を
核
に
資
源
と
資
金
で
事
業
を
推
進
―
＝
総
務

省
＝ 

　

2
8
3
5　

⑵

「
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
及

び
防
災
・
安
全
交
付
金
の
概
要
に
つ
い
て
＝
国

土
交
通
省
道
路
局
＝ 

　

2
8
3
6　

⑵

実
質
収
支
は
黒
字
も
借
入
金
残
高
は
2
0
0
兆

円
超
―
平
成
25
年
版
「
地
方
財
政
の
状
況
」
―　

 

2
8
3
7　

⑶

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
じ
ま
る
―
木
材
利

用
の
促
進
や
農
山
村
地
域
の
振
興
を
図
る
―
＝

林
野
庁
＝ 

　

2
8
3
8　

⑶

「
災
害
対
策
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
」
及
び
「
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関

す
る
法
律
案
」
に
つ
い
て　

内
閣
府　

災
害
対
策
法
制
企
画
室

 

　

2
8
4
0　

⑷

国
保
運
営
を
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
に
＝
財
政

基
盤
安
定
化
へ
、
医
療
分
野
で
議
論
整
理
＝
―

社
会
保
障
改
革
国
民
会
議
― 

2
8
4
1　

⑵

道
州
制
論
議
の
見
通
し
が
不
透
明
に
＝
自
民
党

内
に
慎
重
意
見
も
＝
―
全
国
町
村
会
は
反
対
を

明
確
に
表
明
― 

　

2
8
4
2　

⑵

社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
で
国
保
制
度

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
議
論
〜
齋
藤
副
会
長
が

構
造
的
な
赤
字
体
質
の
抜
本
解
決
と
都
道
府
県

保
険
者
の
実
現
を
訴
え
る 

　

2
8
4
3　

⑺

「
所
得
倍
増
」「
6
次
産
業
市
場
10
兆
円
」
＝
政

府
の
成
長
戦
略
で
目
標
打
ち
出
す
＝ 

―
「
攻

め
の
農
林
水
産
業
」
が
具
体
化
―

 

　

2
8
4
4　

⑷

脱
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
「
豊
か
さ
」
の
新
指
標
を
提
唱
＝

経
済
活
動
と
環
境
保
全
が
両
立
す
る
社
会
へ
の

転
換
を
＝
―
平
成
25
年
版
環
境
白
書
―

 

　

2
8
4
5　

⑵

団
塊
世
代
が
65
歳
に
突
入
〜
高
齢
社
会
の
先
導

役
と
し
て
期
待
〜
―
平
成
25
年
版
高
齢
社
会
白

書
― 

　

2
8
4
7　

⑵

豊
か
な
資
源
を
活
用
し
て
、
農
山
漁
村
の
潜
在

力
を
引
き
出
す
〜
平
成
24
年
度　

食
料
・
農
業
・

農
村
白
書
〜 

　

2
8
4
9　

⑶

総
額
、
6
年
ぶ
り
減
の
16
兆
3
8
7
億
円
＝
不

交
付
団
体
、
算
定
方
法
変
更
で
49
＝
―
2
0
1

3
年
度
交
付
税
大
綱
― 

　

2
8
5
0　

⑹

「
訪
日
ブ
ラ
ン
ド
」
確
立
に
よ
り
外
国
人
観
光

客
1
、
0
0
0
万
人
達
成
へ
〜
2
0
1
3
年
版

観
光
白
書
〜 

　

2
8
5
1　

⑵

予
算
重
点
化
へ
「
推
進
枠
」
設
定
＝
14
年
度
概

算
要
求
、
歳
出
上
限
は
示
さ
ず
＝
〜
中
期
財
政

計
画
は
15
年
度
で
「
赤
字
半
減
」
〜

 
　

2
8
5
2　

⑶

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
報
告
―
国
保
保

険
者
の
都
道
府
県
移
行
を
め
ぐ
っ
て
―　

週
刊
国
保
実
務　

海
野　

昌
照 

 

2
8
5
3　

⑷

交
付
税
は
1
・
8
％
減
の
16
・
8
兆
円
＝「
歳

出
特
別
枠
」
が
焦
点
に
＝　

2
0
1
4
年
度
総

務
省
予
算
概
算
要
求
重
点
施
策　

 

2
8
5
4　

⑷

〈
随
　
想
〉

悲
願
！
三
坂
道
路
開
通
に
想
う

　

愛
媛
県
久
万
高
原
町
長

 

　

髙
野　

宗
城　

2
8
3
5　

⑾

―
雛
と
べ
に
花
の
里
―
の
ま
ち
め
ぐ
り

　

山
形
県
河
北
町
長

 

　

田
宮　

栄
佐
美　

2
8
3
6　

⑿

水
源
逍
遥

　

山
梨
県
道
志
村
長

 

　

大
田　

昌
博　

2
8
3
7　

⑿

ま
ち
づ
く
り
日
本
一
を
め
ざ
し

　

滋
賀
県
豊
郷
町
長

 

　

伊
藤　

定
勉　

2
8
3
8　

⑾

『
魅
力
と
活
力
の
あ
る
、
輝
く
町
』
の
実
現
に

向
け
て

　

佐
賀
県
玄
海
町
長

 

　

岸
本　

英
雄　

2
8
3
9　

⑽

居
心
地
の
い
い
ま
ち
づ
く
り
を

　

兵
庫
県
播
磨
町
長

 

　

清
水　

ひ
ろ
子　

2
8
4
0　

⒁

共
に
築
こ
う
豊
か
な
郷
土
！
後
世
に
誇
れ
る
ま

ち
づ
く
り
！

　

千
葉
県
長
南
町
長

 

　

藤
見　

昌
弘　

2
8
4
1　

⑿

基
地
返
還
と
町
づ
く
り

　

沖
縄
県
北
谷
町
長

 

　

野
国　

昌
春　

2
8
4
2　

⑽

学
研
都
市
の
奥
座
敷
「
茶
源
郷　

和
束
」

　

京
都
府
和
束
町
長

 

　

堀　

忠
雄　

2
8
4
3　

⒃

観
光
振
興
と
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

（　
　
　

  　
　

 

）

平
成
25
年
4
月
〜
平
成
25
年
9
月

2
8
3
5
号
〜
2
8
5
5
号

町
村
週
報
主
要
索
引
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し
て

　

石
川
県
穴
水
町
長

 

　

石
川　

宣
雄　

2
8
4
4　

⒂

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
心
か
よ
い
あ
う
ま
ち
づ

く
り
を

　

熊
本
県
大
津
町
長

 

　

家
入　

勲　

2
8
4
5　

⑽

自
信
と
誇
り
を
持
て
る
村
へ
『
世
界
遺
産
と
水

源
の
里
』

　

青
森
県
西
目
屋
村
長

 

　

関　

和
典　

2
8
4
7　

⑿

輪
中
の
町
に
生
き
る
。
住
民
の
幸
せ
を
求
め
て　

　

岐
阜
県
輪
之
内
町
長

 

　

木
野　

隆
之　

2
8
4
8　

⑽

行
政
一
筋
の
〝
力
〞
伸
び
ゆ
く
滑
川
町

　

埼
玉
県
町
村
会
長　

埼
玉
県
滑
川
町
長

 

　

吉
田　

昇　

2
8
4
9　

⑾

戦
争
遺
構
と
国
体
と

　

長
崎
県
川
棚
町
長

 

　

山
口　

文
夫　

2
8
5
0　

⒂

「
瀬
戸
内
の
ハ
ワ
イ
」
周
防
大
島
町
の
驚
愕
の

歴
史

　

山
口
県
周
防
大
島
町
長

 

　

椎
木　

巧　

2
8
5
1　

⑾

歴
史
遺
産
と
田
園
風
景
の
あ
る
若
者
定
住
の
田

舎
を
目
指
し
た
む
ら
づ
く
り

　

福
島
県
町
村
会
長　

福
島
県
湯
川
村
長

 
 

大
塚　

節
雄　

2
8
5
2　

⑾

多
く
の
人
々
に
外
灯
を
付
け
ら
れ
る
よ
う
に　

　

愛
知
県
町
村
会
長　

愛
知
県
武
豊
町
長

 

　

籾
山　

芳
輝　

2
8
5
3　

⑾

「
子
育
て
日
本
一
」
を
目
指
し
て

　

島
根
県
町
村
会
長　

島
根
県
邑
南
町
長

 

　

石
橋　

良
治　

2
8
5
4　

⑿

離
島
を
除
い
て
日
本
最
少
人
口
の
村

　

高
知
県
大
川
村
長

 

和
田　

知
士　

2
8
5
5　

⒂

〈
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉

大
自
然
と
明
治
の
風
景
に
彩
ら
れ
た
ま
ち　

小

坂
町
〜
「
明
治
百
年
通
り
に
ぎ
わ
い
創
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
に
む
け
て
〜

＝
秋
田
県
小
坂
町 

　

2
8
3
5　

⑸

「
個
性
の
光
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
〜
す
べ
て
は
21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
〜

＝
熊
本
県
芦
北
町 

　

2
8
3
6　

⑸

村
民
融
和
の
む
ら
づ
く
り
「
大
し
た
も
ん
蛇
ま

つ
り
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
」

＝
新
潟
県
関
川
村 

　

2
8
3
7　

⑺

次
世
代
に
水
産
業
を
伝
え
る
た
め
に
〜
愛
南
町

の
水
産
振
興
〜

＝
愛
媛
県
愛
南
町 

　

2
8
3
8　

⑹

り
ん
ご
に
こ
だ
わ
っ
た
町
づ
く
り
〜
小
さ
な
町

の
大
き
な
挑
戦
〜

＝
山
形
県
朝
日
町 

　

2
8
3
9　

⑸

豊
か
な
自
然
と
文
化
が
調
和
す
る
ま
ち

＝
静
岡
県
東
伊
豆
町 

　

2
8
4
0　

⑻

A
rt. B
usiness. C

reative.

〜
神
山
町
と
特
定

非
営
利
活
動
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
の
歩
み
〜

＝
徳
島
県
神
山
町 

　

2
8
4
1　

⑸

田
峰
観
音
奉
納
歌
舞
伎
の
保
存
と
田
峯
小
学
校

〜
引
き
継
が
れ
る
伝
統
芸
能
〜

＝
愛
知
県
設
楽
町 

　

2
8
4
2　

⑸

島
の
価
値
・
魅
力
の
再
発
見
と
新
た
な
観
光
地

づ
く
り
へ
の
胎
動
〜
伊
豆
大
島
ジ
オ
パ
ー
ク
と

観
光
特
派
員
の
と
り
く
み
〜

＝
東
京
都
大
島
町　

 
2
8
4
3　

⑽

日
本
一
の
そ
ば
の
里
づ
く
り

＝
北
海
道
幌
加
内
町 

　

2
8
4
4　

⑺

地
域
に
埋
も
れ
た
資
源
に
光
を
当
て
、
地
域
主

導
型
の
公
民
館
活
動
の
展
開
〜
能
登
町
公
民
館

特
色
あ
る
活
動
事
業
を
通
じ
て
〜

＝
石
川
県
能
登
町 

　

2
8
4
5　

⑸

「
土
祭
」
か
ら
始
め
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
〜
風

土
と
工
芸
、
人
と
暮
ら
し
の
魅
力
を
形
に
〜

＝
栃
木
県
益
子
町 

　

2
8
4
7　

⑸

若
狭
町
と
東
京
を
つ
な
ぐ
〜
交
流
人
口
増
加
と

定
住
促
進
へ
〜

＝
福
井
県
若
狭
町 

　

2
8
4
9　

⑹

健
康
長
寿
の
町
「
お
が
の
」
を
め
ざ
し
て
〜
花

と
歌
舞
伎
と
名
水
の
ま
ち
〜

＝
埼
玉
県
小
鹿
野
町 

　

2
8
5
0　

⑼

花
と
緑
と
水
の
ま
ち

＝
宮
崎
県
三
股
町 

　

2
8
5
1　

⑸

現
代
ア
ー
ト
と
活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り

＝
秋
田
県
上
小
阿
仁
村 

　

2
8
5
3　

⑺

子
育
て
支
援
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
ま
ち
づ
く
り

＝
愛
知
県
東
郷
町 

　

2
8
5
4　

⑺

こ
だ
わ
り
産
品
と
異
業
種
人
財
活
用
で
活
性
化

〜「
に
し
ご
う
村
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
組

み
〜

＝
福
島
県
西
郷
村 

2
8
5
5　

⑺

〈
調
査
室
レ
ポ
ー
ト
〉

第
1
回　

地
域
運
営
組
織
の
設
立
・
運
営
状
況

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
中
間
報
告
）　

 

2
8
4
8　

⑵

第
2
回　

新
し
い
湯
治
ス
タ
イ
ル
を
目
指
し
て

〜
地
域
で
作
る
元
気
な
湯
治
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

＝
北
海
道
豊
富
町 

　

2
8
5
2　

⑸

〈
情
　
報
〉

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
市
町

村
機
器
共
同
調
達
を
実
施　

北
海
道
・
青
森
県
・

京
都
府
・
奈
良
県
・
熊
本
県
・
鹿
児
島
県
町
村

会
等 

2
8
4
1　

⑽

道
州
制
に
対
す
る
反
対
決
議
を
採
択
―
道
州
制

に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
―

＝
九
州
地
区
町
村
会
長
会 

2
8
4
3　

⒂

徳
島
県
町
村
会
と
鳥
取
県
町
村
会
が
危
機
事
象

発
生
時
相
互
協
定
を
締
結 

　

2
8
4
4　

⒁

「
道
州
制
」
に
反
対
す
る
特
別
決
議
を
採
択

＝
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会

 

2
8
5
5　

⑹

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴
…
2
8
4

3
、
2
8
4
4
、
2
8
4
5
、
2
8
4
7
、
2

8
5
0
、
2
8
5
3

復
興
だ
よ
り
…
2
8
3
6
、
2
8
4
0
、
2
8

4
4
、
2
8
4
8
、
2
8
5
1
、
2
8
5
5　

町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
…
2
8
3
5
、
2
8
3
6
、
2

8
3
7
、
2
8
3
8
、
2
8
3
9
、
2
8
4
0
、

2
8
4
1
、
2
8
4
2
、
2
8
4
4
、
2
8
4

5
、
2
8
4
7
、
2
8
4
8
、
2
8
4
9
、
2

8
5
0
、
2
8
5
1
、
2
8
5
2
、
2
8
5
3
、

2
8
5
4
、
2
8
5
5

平
成
二
十
四
年
度　

公
有
物
件
災
害
共
済
事
業

の
概
要
報
告　

一
般
財
団
法
人 

全
国
自
治
協
会 　

 

2
8
4
8　

⑷

平
成
二
十
四
年
度　

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自

動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告　

全
国
町
村
職
員

生
活
協
同
組
合 

　

2
8
4
8　

⑹

町
村
週
報
主
要
索
引
（
平
成
25
年
4
月
〜
平
成

25
年
9
月
） 

2
8
5
5　

⒀
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随 想

随随

想想

我
が
大
川
村
は
、
高
知
県
の
北
部
に
位
置

し
、
四
国
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
。
平
成
22
年

の
国
勢
調
査
で
は
、
人
口
4
1
1
人
の
村
と

な
り
、
離
島
を
除
い
て
は
日
本
最
少
人
口
の

村
と
な
っ
た
。

昭
和
30
年
代
後
半
に
国
策
と
し
て
発
表
さ

れ
た
四
国
総
合
開
発
と
い
う
名
の
下
、
四
国

の
水
瓶
と
し
て
早
明
浦
ダ
ム
建
設
計
画
が
持

ち
上
が
り
、
昭
和
48
年
に
完
成
と
い
う
、
ま

る
で
水
特
法（
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
）

を
意
識
し
た
か
の
よ
う
な
他
に
類
を
見
な
い

早
さ
の
工
事
で
あ
っ
た
。
時
を
同
じ
く
し
て

社
会
情
勢
の
変
化
、
不
採
算
性
も
重
な
り
白

滝
鉱
山
の
閉
山
が
あ
り
、
昭
和
30
年
初
期
に

は
人
口
4
0
0
0
人
超
で
あ
っ
た
も
の
が
、

水
没
に
よ
る
移
転
も
あ
っ
て
2
0
0
0
人
と

な
り
、
1
0
0
0
人
と
な
っ
て
い
っ
た
。

私
が
役
場
に
奉
職
し
た
頃
に
は
7
5
0
人

の
村
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
当
時
の
村
長
が

公
社
を
設
立
し
、
若
者
定
住
や
産
業
の
活
性

化
を
画
策
し
た
。
面
積
95
㎢
の
94
％
を
森
林

が
占
め
、
そ
の
75
％
程
度
が
人
工
林
で
あ
る

が
、
長
引
く
林
業
不
振
の
脱
却
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

時
代
を
先
取
り
し
、
環
境
に
優
し
い
村
づ

く
り
を
す
る
た
め
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

導
入
や
製
造
施
設
の
建
設
計
画
、
小
水
力
発

電
所
の
建
設
や
地
熱
利
用
に
よ
る
椎
茸
栽
培

施
設
等
を
計
画
・
実
施
し
た
が
、
国
民
も
環

境
に
関
心
が
薄
い
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、
成

果
を
上
げ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
頃
、
今
で
は
普
通
に
買
っ
て
飲
ん
で

い
る
「
玉
緑
茶
」
と
い
う
緑
茶
飲
料
も
試
作

し
た
が
軌
道
に
乗
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
つ

く
づ
く
時
代
と
の
調
和
が
大
事
だ
と
痛
感
し

て
い
る
が
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
住
民
と
一
丸
に
な
っ
て
継
続
す
る
こ
と

が
最
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

平
成
25
年
に
産
業
を
中
心
と
し
て
、

4
0
0
人
の
人
口
を
守
る
振
興
計
画
を
樹
立

し
た
。
努
力
目
標
で
は
無
く
、
何
が
何
で
も

実
現
し
た
い
数
値
目
標
で
あ
る
。

私
が
村
長
就
任
時
に
掲
げ
た
こ
と
は
、
産

業
を
中
心
と
し
た
村
づ
く
り
で
あ
る
。農
業
・

畜
産
業
・
林
業
と
も
大
変
厳
し
い
現
状
で
あ

る
が
、
職
場
が
無
い
わ
け
で
は
無
い
と
思
っ

て
い
る
。
若
者
に
は
農
畜
林
業
の
起
業
家
に

な
っ
て
貰
い
た
い
。

花
卉
栽
培
に
熱
心
な
若
者
も
帰
村
し
て
産

地
化
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
る
ほ
か
、
高
知

県
が
開
発
し
た
「
土
佐
は
ち
き
ん
地
鶏
」
は
、

80
日
〜
90
日
で
出
荷
す
る
地
鶏
と
し
て
は
秀

逸
と
好
評
を
得
、
生
産
が
追
い
つ
か
な
い
現

状
で
あ
る
。
飼
育
技
術
の
更
な
る
向
上
と
生

産
者
の
拡
大
で
、
早
期
に
10
万
羽
体
制
を
築

き
、
将
来
的
に
は
20
万
羽
体
制
へ
と
事
業
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
大
川
黒
牛
に
つ
い
て
も
生
産
の
殆

ど
が
Ａ
4
・
Ａ
5
ラ
ン
ク
ク
ラ
ス
で
あ
る

が
、
出
荷
頭
数
が
30
〜
40
頭
と
僅
少
で
あ
る

た
め
、
増
頭
並
び
に
有
利
販
売
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

平
成
の
大
合
併
と
言
わ
れ
て
か
ら
10
年
が

過
ぎ
た
が
、
現
在
は
道
州
制
の
議
論
へ
と
向

か
っ
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
し
て
も
、
地
方
分
権
・

地
域
主
権
に
し
て
も
、
大
都
市
圏
で
の
議
論

が
主
体
で
進
み
、
国
土
の
大
半
を
形
成
し
て

い
る
農
山
漁
村
が
蔑
ろ
に
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
な
ら
な
い
。

我
が
村
で
は
生
き
残
り
を
か
け
て
行
財
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
道
州
制
を
見

据
え
て
の
村
づ
く
り
と
な
る
と
一
念
発
起
、

大
胆
な
施
策
展
開
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
に
も
感
じ
て
い
る
。

前
述
し
た
と
お
り
、
早
明
浦
ダ
ム
建
設
に

よ
っ
て
清
流
吉
野
川
を
失
っ
た
が
、
村
づ
く

り
に
は
川
が
本
当
に
必
要
だ
と
感
じ
て
い

る
。私

が
幼
い
頃
に
は
徳
島
県
か
ら
鮎
が
遡
上

し
て
、
8
月
と
も
な
る
と
一
尺
を
超
え
る
鮎

を
食
し
た
も
の
だ
っ
た
。
吉
野
川
を
中
心
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
も
感
じ
る
。
関
係
機
関
と
も
連
携
し
て

川
を
取
り
戻
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
近
い
将
来
必
ず
発
生
し
、
甚
大
な

被
害
が
予
想
さ
れ
る
南
海
地
震
へ
の
対
策
が

急
が
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
我
が
大
川
村
の

住
居
は
殆
ど
が
崖
地
に
隣
接
し
て
お
り
、
転

石
の
崩
落
や
山
津
波
が
心
配
さ
れ
る
が
、
危

険
回
避
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
莫
大
な
予
算
が

必
要
と
な
り
、
現
実
的
な
対
応
に
苦
慮
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
・
県
の
知
恵
を
借

り
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。纏

ま
ら
な
い
話
に
終
始
し
た
が
、
私
が
村

長
に
就
任
し
て
か
ら
1
年
半
が
過
ぎ
た
。

多
く
の
職
員
が
元
同
僚
で
あ
り
、
政
治
的

と
言
う
よ
り
も
事
務
的
に
な
っ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
て
い
る
。
就
任
後
の
悪
い
点
を
反

省
し
、
離
島
を
除
い
て
日
本
最
少
人
口
の
村

を
愛
し
、
誇
り
に
思
い
、
今
後
は
大
局
的
に

村
の
舵
取
り
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。

和わ

田だ

　
知か

ず

士ひ
と

高
知
県
大お
お

川か
わ

村
長

離
島
を
除
い
て

日
本
最
少
人
口
の
村
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